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柏 企 企 第 １ １ ３ 号   

令 和 元 年 １ ０ 月 ２ 日   

 

 部 ・ 局 長 各 位  

 

市     長    

 

 

   令 和 ２ 年 度 行 財 政 運 営 方 針 に つ い て （ 通 知 ）  

 

 現 在 ， 本 市 の 総 人 口 は 平 成 ２ ９ 年 度 に 実 施 し た 将 来 人 口 推 計 を 上

回 る 増 加 を 続 け て お り ， 今 年 ９ 月 １ 日 時 点 で ４ ２ 万 ８ 千 人 を 超 え ，

将 来 人 口 推 計 で 算 出 し た ２ ０ ２ ０ 年 の ４ ２ 万 ５ 千 人 を ４ か 月 前 倒 し

で 達 成 し て い る 状 況 で あ る 。  

 一 方 ， 我 が 国 全 体 で は ， 他 に 類 を 見 な い 早 さ で 少 子 高 齢 化 が 進 行

し て お り ， 今 後 の 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 に よ る 労 働 力 の 低 下 ， 税 収 の

減 少 へ の 対 応 が 急 務 と な っ て い る が ， こ の こ と は 今 後 ， 本 市 に お い

て も 例 外 で は な く 同 様 の 状 況 と な る こ と が 想 定 さ れ る 。 こ れ ら 社 会

課 題 へ の 対 応 と し て Ａ Ｉ ， Ｉ ｏ ｔ な ど の Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 の 活 用 を 通 じ た

Ｓ ｏ ｃ ｉ ｅ ｔ ｙ ５ ． ０ 社 会 の 実 現 ， 生 産 性 向 上 に 向 け た 取 組 を 進 め

て い く 必 要 が あ る こ と は 政 府 の 「 骨 太 の 方 針 ２ ０ １ ９ 」 で も 示 さ れ

て い る と こ ろ で あ る 。  

 こ の よ う な 状 況 下 で ， 今 後 も 持 続 可 能 な 行 政 経 営 を 進 め て い く た

め に は ， 改 め て 施 策 や 事 業 の 成 果 を 検 証 す る と と も に ， 事 業 の 実 施

が 目 的 化 し て い な い か （ 事 業 は 目 的 を 達 成 す る た め の 手 段 で あ る と

理 解 し ） ， 我 々 職 員 一 人 ひ と り が 常 に 目 的 意 識 を 持 ち ， 市 民 目 線 に

よ る 行 政 運 営 及 び 手 段 の 最 適 化 を 行 う と と も に ， ス キ ル の 向 上 を 図

る こ と が 必 要 で あ る 。  

  こ う し た 基 本 姿 勢 に 基 づ き ， 次 に 掲 げ る 「 施 策 推 進 方 針 」 「 予 算

編 成 方 針 」 「 組 織 ・ 定 員 管 理 方 針 」 「 人 材 育 成 方 針 」 の ４ つ の 方 針

に 沿 っ て ， 事 務 事 業 の 推 進 に 臨 ま れ た い 。  
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Ⅰ  施 策 推 進 方 針  

 

 令 和 ２ 年 度 は ， 第 五 次 総 合 計 画 前 期 基 本 計 画 の 最 終 年 度 で あ る

こ と か ら ，「 柏 市 第 五 次 総 合 計 画  基 本 構 想 」に 掲 げ た ３ つ の 重 点

目 標 の 達 成 に 向 け ， 施 策 評 価 の 結 果 を 踏 ま え た 事 業 ・ 取 組 の 改 善

や サ マ ー レ ビ ュ ー 等 に よ り ， 各 取 組 に お け る 進 捗 状 況 や 成 果 か ら

重 点 的 に 実 施 す べ き 事 業 に 注 力 す る 。  

 

１  子 育 て ・ 教 育 環 境 の 充 実  

 都 市 的 な 賑 わ い ， 活 力 を 維 持 す る た め に は ， 若 い 世 代 の 流 入 ，

定 着 は 不 可 欠 で あ る 。 こ の た め ， 引 き 続 き ， 子 育 て 世 代 を 中 心 と

し た 生 産 年 齢 人 口 の 確 保 に 重 点 的 に 取 り 組 む 。  

 入 園 保 留 者 の 解 消 を 目 指 す と と も に ， 妊 娠 期 か ら 子 育 て 期 ま で

の 切 れ 目 の な い サ ポ ー ト 体 制 を 整 備 す る 。 ま た ， 未 来 を 担 う 人 材

を 育 て る た め ， 学 校 教 育 を 通 じ て 学 ぶ 意 欲 を 引 き 出 し て い け る よ

う 学 び の 達 成 感 や 満 足 が 得 ら れ る 日 々 の 授 業 づ く り に 取 り 組 む 。  

 

２  高 齢 者 の 健 康 ・ い き が い づ く り  

 生 涯 を 通 じ た 健 康 づ く り を 推 進 す る と と も に ， 高 齢 者 の 社 会 参

加 を 促 進 し ， 健 康 で 意 欲 的 に 活 躍 で き る 環 境 を 整 備 す る 。 ま た ，

高 齢 者 が 可 能 な 限 り 住 み 慣 れ た 地 域 で ， 自 分 ら し く 暮 ら し 続 け る

こ と が で き る よ う ， 医 療 と 看 護 ， 介 護 等 の 連 携 や 身 近 な 地 域 で の

支 え あ い 活 動 等 を 充 実 さ せ る 。   

 

３  地 域 特 性 を 活 か し た 活 力 の あ る ま ち づ く り  

 ま ち の 個 性 ・ 魅 力 ・ 強 み を 活 か し た ま ち づ く り を 推 進 す る 。 中

心 市 街 地 の 活 性 化 や 北 部 地 域 に お け る 先 進 的 な 取 組 ， 手 賀 沼 等 の

豊 か な 自 然 を 活 か し た 農 業 ・ 観 光 ・ 交 流 に よ る 地 域 づ く り を 進 め

る 。 ま た ， こ れ ら の 取 組 は 様 々 な 部 署 の 連 携 が 必 要 な た め ， 部 署

間 の 情 報 共 有 に 努 め る も の と す る 。  
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Ⅱ  予 算 編 成 方 針  

 

 令 和 ２ 年 度 の 予 算 編 成 に あ た っ て は ， 本 格 的 な 少 子 高 齢 化 ・ 人

口 減 少 社 会 を 迎 え る 中 で ， 将 来 に わ た っ て 持 続 可 能 な 都 市 で あ り

続 け る た め ， 行 政 改 革 の 更 な る 推 進 に よ り 財 源 の 確 保 に 努 め る と

と も に ， 事 業 の 「 選 択 と 集 中 」 に よ り 限 ら れ た 経 営 資 源 を 最 大 限

活 用 し ，「 第 五 次 総 合 計 画 」に 掲 げ る 施 策 に つ い て ，前 年 度 に 引 き

続 き 着 実 に 推 進 す る よ う 取 り 組 む も の と す る 。  

 

１  財 政 見 通 し  

 平 成 ３ ０ 年 度 決 算 に お い て は ， 市 税 収 入 が ６ 年 連 続 で 増 収 と な

っ た ほ か ， 地 方 消 費 税 交 付 金 が 増 加 し た も の の ， 扶 助 費 等 の 社 会

保 障 給 付 費 や 物 件 費 が 増 加 し た こ と な ど に よ り ， 依 然 と し て 財 政

の 硬 直 化 が 高 い 水 準 で 推 移 し て い る 。  

 ま た ， 令 和 ２ 年 度 の 財 政 見 通 し で は ， 引 き 続 き 市 税 収 入 の 増 収

等 が 見 込 ま れ る も の の ， 会 計 年 度 任 用 職 員 制 度 の 導 入 や 公 共 施 設

の 老 朽 化 対 策 ， 社 会 保 障 関 係 経 費 の 増 加 等 と い っ た 財 政 需 要 へ の

対 応 が 必 要 な こ と か ら ， 多 額 の 収 支 不 足 が 見 込 ま れ る 。  

 

歳 入                （ 単 位 ： 百 万 円 ・ ％ ）  

区 分  R1 
R2 

金 額  増 減 率  

市 税  68,169 68,505 0.5 

譲 与 税 ・ 交 付 金  10,085 10,230 1.4 

地 方 交 付 税  2,220 2,420 9.0 

国 ・ 県 支 出 金  31,641 34,181 8.0 

市 債  11,416 11,762 3.0 

そ の 他  10,729 10,167 △ 5.2 

計  134,260 137,265 2.2 
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歳 出  

区 分  R1 
R2 

金 額  増 減 率  

人 件 費  21,385 25,617 19.8 

扶 助 費  37,532 38,717 3.2 

公 債 費  11,713 10,214 △ 12.8 

普 通 建 設 事 業 費 等  15,764 18,180 15.3 

そ の 他  47,866 45,894 △ 4.1 

計  134,260 138,622 3.2 

 

収 支  0 △  1,357 - 

 

２  予 算 編 成 の 考 え 方  

(1) 重 点 施 策 の 着 実 な 推 進  

 「 第 五 次 総 合 計 画 」等 に 位 置 づ け ら れ る 重 点 施 策 に つ い て は ，

早 期 か つ 確 実 な 推 進 に 向 け て ， 優 先 的 に 予 算 を 配 分 す る 。  

(2) 施 策 ・ 事 業 の 重 点 化  

 限 ら れ た 経 営 資 源 を 効 率 的 ・ 効 果 的 に 配 分 す る た め ， ス ク ラ

ッ プ ＆ ビ ル ド に よ る 事 業 の「 選 択 と 集 中 」を 徹 底 す る と と も に ，

後 年 度 の 財 政 負 担 に も 配 慮 し て 施 策 の 優 先 順 位 を 明 確 化 さ せ る

な ど ， 徹 底 し た 施 策 ・ 事 業 の 重 点 化 を 図 る 。  

(3) 持 続 可 能 な 行 財 政 運 営 の 構 築  

 ア  行 財 政 改 革 の 徹 底  

 聖 域 な き 事 務 事 業 の 見 直 し を 行 う と と も に ， 行 財 政 運 営 の

効 率 化 や 歳 入 確 保 へ の 取 組 な ど ， 行 財 政 改 革 を よ り 一 層 推 進

し ， 予 算 に 反 映 さ せ る 。  

イ  適 切 な 市 債 の 活 用  

 市 債 に つ い て は ， 将 来 負 担 に 留 意 し な が ら ， 世 代 間 の 負 担

の 公 平 性 の 観 点 に よ る 計 画 的 な 活 用 を 図 る 。  

 ウ  施 設 の 保 全  

  「 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 」の 内 容 を 踏 ま え ，今 後 の 施 設

更 新 の あ り 方 を 十 分 に 検 討 し た 上 で ，施 設 の 長 寿 命 化 の た め

の 保 全 を 図 る 。  
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Ⅲ  組 織 ・ 定 員 管 理 方 針  

 

 令 和 ２ 年 度 の 組 織 ・ 定 員 に つ い て は ， 前 期 基 本 計 画 が 最 終 年 度 を

迎 え る 第 五 次 総 合 計 画 の 重 点 事 業 や 将 来 の 諸 課 題 等 へ の 対 応 を 推 進

す る た め ， 簡 素 で 効 率 的 な 組 織 編 制 を 旨 と し つ つ ， 必 要 な 体 制 の 整

備 と 人 員 の 確 保 を 図 る も の と す る 。  

 一 方 ， 本 格 的 な 少 子 高 齢 化 と 人 口 減 少 社 会 が 到 来 す る こ と を 踏 ま

え ， 持 続 可 能 な 行 政 経 営 の 実 現 に 向 け て ， 職 員 定 員 の 適 正 化 を 図 る

と と も に ，業 務 の 合 理 化・効 率 化 や 民 間 活 力 の 活 用 を 推 進 し て い く 。  

１  組 織  

 (1) 第 五 次 総 合 計 画 で 位 置 付 け ら れ た 重 点 事 業 を 必 達 で き る 組 織

体 制 の 構 築  

 (2) 経 営 的 視 点 を 持 っ た 組 織 づ く り の た め の 部 局 単 位 で の マ ネ ジ

メ ン ト の 推 進  

 (3) 多 種 多 様 な 市 民 ニ ー ズ に 的 確 か つ 機 動 的 に 対 応 し て い く た め

の 部 局 間 の 横 断 的 連 携 の 強 化  

 (4) 中 長 期 的 な 視 野 に 立 ち ，か つ ，市 民 に と っ て の 分 か り や す さ・

利 用 し や す さ を 前 提 と し た 組 織 体 制 の 改 善 ・ 見 直 し  

２  定 員  

 (1) 重 点 事 業 へ の 対 応 を 推 進 す る た め の 必 要 な 増 員 及 び 定 員 配 分

の 見 直 し  

 (2) 行（ 二 ）職 員（ 任 期 付 職 員 を 除 く 。）に 係 る 退 職 者 不 補 充 の 継

続  

 (3) 会 計 年 度 任 用 職 員 制 度 の 施 行 を 踏 ま え ， 正 規 職 員 ， 再 任 用 職

員 ， 任 期 付 職 員 及 び 会 計 年 度 任 用 職 員 の 職 責 等 に 応 じ た 適 切 な

役 割 分 担 に 基 づ く 定 員 配 置  

 (4) 業 務 改 善 （ Ｉ Ｃ Ｔ の 利 活 用 等 ） 及 び 業 務 の 見 直 し の 推 進 並 び

に 民 間 活 力 の 活 用 に よ る 定 員 配 置 の 合 理 化  

 (5) 職 員 の 働 き 方 改 革 や ワ ー ク ラ イ フ バ ラ ン ス の 推 進 に 配 慮 し た

職 員 配 置  
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Ⅳ  人 材 育 成 方 針  

 

１  人 材 育 成 の 考 え 方  

  団 塊 世 代 職 員 の 大 量 退 職 に 伴 い ，職 員 の 世 代 交 代 が 進 ん で お り ， 

 次 世 代 を 担 う 人 材 や 実 務 に 精 通 し た 人 材 を 育 成 し ， 職 務 の ノ ウ ハ  

 ウ を 確 実 に 継 承 す る こ と が 急 務 と な っ て い る 。  

    ま た ， 社 会 情 勢 等 の 変 化 に 対 応 し ， 将 来 に わ た っ て 行 政 サ ー ビ

ス を 継 続 し て い く た め に は ， 職 員 の 資 質 ・ 能 力 の 向 上 が 不 可 欠 で

あ る 。  

    特 に ， 第 五 次 総 合 計 画 に 基 づ く 行 財 政 運 営 に お い て は ， 真 に 必

要 な 施 策 や 事 業 の 優 先 順 位 付 け や ， そ の 実 効 性 を 高 め る た め に 事

業 目 的 を 明 確 に し ， 状 況 に 応 じ て 見 直 し て い く Ｐ Ｄ Ｃ Ａ の 実 践 ，

費 用 対 効 果 の 視 点 が ， 職 員 一 人 ひ と り に 強 く 求 め ら れ て い る 。  

    こ れ ら の こ と を 踏 ま え ， 柏 市 人 材 育 成 基 本 方 針 に 掲 げ る 「 求 め

ら れ る 職 員 像 」 に 次 の 視 点 を 加 え ， 人 材 育 成 を 行 う も の と す る 。  

 (1) 現 状 を 変 え ら れ る リ ー ダ ー シ ッ プ に 優 れ た 職 員 の 育 成  

 (2) 職 員 の モ チ ベ ー シ ョ ン と 能 力 の 最 大 活 用  

 

２  人 材 育 成 を 進 め る た め の 取 組  

  上 記 の 考 え 方 に 基 づ き ， 以 下 の 取 組 に よ り 人 材 育 成 を 進 め る こ  

  と と す る の で ， 各 部 ・ 局 ， 各 職 員 に お い て も 各 研 修 へ の 参 加 及 び  

 外 部 教 育 機 関 へ の 派 遣 研 修 に つ い て ， 積 極 的 に 対 応 す る 。  

 (1) 職 務 ご と の 期 待 役 割 を 担 う こ と が で き る 能 力 を 修 得 す る た め  

  の 基 本 研 修 の 実 施 （ 現 状 に 応 じ た 研 修 内 容 の 検 討 ・ 実 施 ）  

   ※ 特 に 担 当 リ ー ダ ー 以 上 の 職 員 を 重 点 的 に 実 施  

  (2) 高 度 化 ・ 多 様 化 す る 行 政 ニ ー ズ に 的 確 に 対 応 で き る 知 識 や 能  

    力 を 身 に 付 け る こ と を 目 的 と し ，内 部 に お け る 能 力 開 発 研 修 や ，  

  外 部 教 育 機 関 へ の 派 遣 研 修 の 実 施 （ 各 部 ・ 局 に お け る 積 極 的 な  

  外 部 教 育 機 関 の 活 用 ）  

  (3) 取 組 や 事 業 の 推 進 を 通 じ た 人 材 育 成 （ Ｏ Ｊ Ｔ ）  

  (4) 将 来 を 見 据 え た 計 画 的 な ジ ョ ブ ロ ー テ ー シ ョ ン  

 (5) 目 的 ・ 目 標 を 明 確 化 す る た め の キ ャ リ ア デ ザ イ ン へ の 取 組  
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  (6) 自 主 性 ・ 自 発 性 に 基 づ く 自 己 研 鑽 と そ れ に 対 す る 支 援  

  (7) こ れ ら の 取 組 を 効 果 的 に 行 う た め の 人 事 評 価 制 度 の 活 用  

 


